
 

 

コンサル・一般委託業務の最低制限価格の算出方法について 

 

 

最低制限価格の算出方法は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

最低制限価格の算出と失格の判定 

① 有効な入札※１を行った者の６割※２を求め、これを「算定数」とする。 

② 入札金額の低いほうから順に、算定数分の入札金額の平均額※３を求める。 

③ ②で得た金額に９０％を乗じる※４。 

④ ③で得た金額をその業務の最低制限価格とし、この金額を下回った入札は

失格とする。 

 

※１ 法令、規則及び公告で定める無効要件に該当しない入札、予定価格を超えない

入札をいいます。 

※２ 小数点以下の端数が生じたときは、切り上げます。なお、有効な入札が７者に

満たないときは５者、また５者に満たないときは全入札者とします。 

※３・※４ 

計算の結果生じた１円未満の端数は、それぞれ切り捨てます。 

 

算出例は次ページをご覧ください。

最低制限価格 

『入札金額の低い方から６割の数の入札金額の平均額に９０％を乗じた金額』 



 

算 出 例 １ 

（一般委託業務 営業種目「警備・受付の委託」の細目「機械警備」を除く。） 

●入札者全員が有効な入札をしたものとします 

入札者 ○○委託業務 △△委託業務 ××委託業務 

Ａ社 3,000,000 円 2,000,000 円 1,400,000 円 

Ｂ社 3,100,000 円 2,050,000 円 1,426,000 円 

Ｃ社 3,200,000 円 2,500,000 円 1,501,500 円 

Ｄ社 3,300,000 円 2,800,000 円 1,700,000 円 

Ｅ社 4,000,000 円 3,100,000 円 1,800,000 円 

Ｆ社 4,100,000 円 3,300,000 円 1,850,000 円 

Ｇ社 4,200,000 円 3,300,000 円 

 
Ｈ社 4,300,000 円 3,400,000 円 

Ｉ社 4,400,000 円 
 

Ｊ社 4,500,000 円 

算定数 
入札参加者１０者 

１０×０.６＝６ 

入札参加者８者 

８×０.６＝４.８≒５ 
（端数切上げ） 

入札参加者６者 

５ 
(７者に満たないため) 

平均額 

６者の合計 

20,700,000 円÷６ 

＝ 3,450,000 円 

５者の合計 

12,450,000 円÷５ 

＝ 2,490,000 円 

５者の合計 

7,827,500 円÷５ 

＝ 1,565,500 円 

最低制限

価格 

3,450,000 円×90% 

＝ 3,105,000 円 

2,490,000 円×90% 

＝ 2,241,000 円 

1,565,500 円×90% 

＝ 1,408,950 円 

失格者 Ａ社、Ｂ社 Ａ社、Ｂ社 Ａ社 

落札者 Ｃ社 Ｃ社 Ｂ社 

 



案件名称

予定価格

最低制限価格

適用有 試　行

40,000円 80.00% 最低制限価格未満 落札

45,000円 90.00% 落札

50,000円 100.00%

60,000円 120.00%

90.00% 80.00%

案件名称

予定価格

最低制限価格

適用有 試　行

17,000円 68.00% 最低制限価格未満 落札

17,500円 76.00% 最低制限価格未満

21,500円 80.00% 落札

22,000円 88.00%

80.00% 68.00%

最低制限価格

Ｄ　社

入札結果

事業者名 入札金額 対予価率

落札率

落札率

Ｅ　社

Ｆ　社

Ｇ　社

Ｈ　社

入札結果

事業者名 入札金額 対予価率

算　出　例　２

○　案件１

○　案件２

17,550円／月

40,500円／月

△△△△△警備委託業務（長期継続契約）

25,000円／月

○○○○○警備委託業務（長期継続契約）

50,000円／月

Ａ　社

Ｂ　社

Ｃ　社

最低制限価格


